
私たち抜きに、私たちのことを決めないで！ 

障害者自立支援法「改正」法案は障害者福祉の充実につながるか？ 
民主党政権は、障害者自立支援法を障害者福祉に持ち込んだ自公勢力と取引をして、自立支援法を変えようとしています。

国（厚生労働省）と自立支援法違憲訴訟団が結んだ「基本合意」には、民主党政権が続くであろう４年後（平成２５年８月）

には、自立支援法を廃止して新しい法律を作ることが書かれています。ところが、「改正」法案は期限を書いておらず、新

しい法律の行方が不明確です。また、新しい法律をめざす人々にも知らせることなく「密室」でことが進められています。 

総理大臣が変わりました。障害者福祉も影響をうけるでしょう。参院選もまじかです。集会では、情勢の動きをしっかり

つかみ、私たちの運動方向を探ります。  

■日時：10年６月 22日（火）午後６時３０分～８時３０分（参加自由・無料） 

■場所：ハートピア京都４階（烏丸丸太町下がる東側） 

■内容：講演： 障害者自立支援法「改正」法案は障害者福祉の充実につながるか？ 

講師：峰島厚さん（立命館大学産業社会学部教授） 

討論：応益負担・障害者自立支援法廃止の展望、新規立法はどうなる！どうする？など 

●主催・連絡 障害者自立支援法に異議あり！応益負担に反対する実行委員会 

   同実行委員会掲示板 http://9012.teacup.com/miyakodori/bbs  

連絡先：（京都市北区北野紅梅町 85 京障連 Tel/Fax 075-465-4310 E-Mail info@fukushi-hiroba.com ） 


